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■ SuperStream-NX 統合会計
■ SuperStream-NX 固定資産管理

導入ソリューション

本社
東京都港区港南 2-15-2
―───―──―───―──────
従業員数
連結 1,055 名（2020 年 6月現在）
―───―──―───―──────
Webサイト
https://www.avantcorp.com/
―───―──―───―──────
資本金
3億 327 万 1,382 円
―───―──―───―──────
事業内容
■ 連結会計関連事業
■ ビジネス・インテリジェンス事業
■ アウトソーシング事業

会社情報

株式会社アバント
長年に渡る SuperStream利用ノウハウに加えさらなる業務効率化を

連結会計製品「DivaSystem」との連携でより高い価値を提供

画面や操作が非常に直感的でわかりやすいので

　                      新規ユーザであってもすぐ使いこなせそうです

斉藤　孝之 氏
株式会社アバント
グループ経営管理室　IT グループ
マネージャー

中山　立 氏
株式会社アバント
執行役員　グループ経営管理室長
公認会計士

Interviewee

導入の背景
創業時より 20 年以上に渡り
SuperStreamを使い続けてきたアバント
株式会社アバントは、連結会計パッケージ製品

「DivaSystem」で広く知られる株式会社ディーバ

や、BI 専業ベンダーの株式会社ジール、決算業務

アウトソーシングの株式会社フィエルテなどを擁

する「アバントグループ」の持ち株会社。連結会

計や管理会計に関する高度な知見をベースにした

アバントグループ各社の製品・サービスは、以前

から多くの顧客企業より高く評価されており、中

でも DivaSystem は長らく国内の連結会計ソフト

ウェア市場においてトップクラスのシェアを維持

し続けている。

そんなアバントでは、同社およびグループ全体の

財務会計および固定資産管理の業務に、長らく

SuperStream-CORE シリーズを利用してきた。同

社と SuperStreamとの関係は古く、その始まりは

同社が設立された 20 年以上前にまでさかのぼる。

「弊社が1997年に設立された際、スーパーストリー

ムさんにさまざまな面でご支援いただき、それ以

来パートナー企業として密接なお付き合いを続け

ています。また SuperStream は DivaSystem と最

も親和性が高い会計パッケージ製品のひとつでも

あり、実際に多くのお客様が両製品を組み合わせ

て利用されています」

こう語るのは、アバント 執行役員 グループ経営管

理室長の中山 立氏。こうした背景があったため、

ビジネス面においてもテクノロジー面においても

密接な関係にあった SuperStreamを同社が導入す

るのは極めて自然な流れだったという。

こうして 20 年以上に渡って長らく CORE シリー

ズを利用してきた同社だが、同製品のサポートが

終了する旨のアナウンスを受け、その後継となる

会計システムの検討を 2018 年 7 月より開始した。

中山氏によれば、CORE シリーズに対しては特に

大きな不満があったわけではなく、まだまだ使い

続けることもできたという。ただし細かな点にお

いては、使い勝手の悪さを感じる場面もあったと

同氏は語る。

「私はグループ全体の経営管理の責任者としての

役割上、各グループ会社の財務状況を個別に確認

する必要があります。しかし CORE シリーズでは、

各グループ会社の画面を切り替える際に、いった

んシステムからログアウトしていちいちログイン

し直す必要がありました。この操作は極めて煩雑

で作業効率を大きく損ねていたので、何とか改善

できないものかと考えていました」

そこで次期会計システムにおいてはこうした課題

を解消できるとともに、何より経理部門の現場に

おける使い勝手や生産性をなるべく損なわないこ

とを重視して製品を選ぶこととした。

システム選定と導入
直観的でわかりやすい操作性を評価し
「SuperStream-NX」を採用
早速同社は、次期会計システムにおいて利用する

財務会計パッケージ製品の選定に入った。主だっ

た会計パッケージ製品については一通りすべて情

報を収集し、さらにそれらの中から主だったもの

については実際に開発元ベンダーから説明を受け

た。その結果同社が最終的に選んだのが、それま

で長らく使い続けてきた CORE シリーズの後継製

品である「SuperStream-NX」だった。

同製品を選んだ理由について、中山氏は次のよう

に説明する。

「SuperStream-NX は、複数の会社の情報をプルダ

ウンリストからの選択で簡単に切り替えて参照で

きるため、CORE シリーズで感じていた使い勝手

の悪さが完全に解消されていました。また画面の

デザインや操作性も CORE シリーズの仕様を引き

継いだ上でさらに洗練されているため、これまで

CORE シリーズを長く使ってきた現場ユーザもす

ぐに慣れてもらえるだろうと判断しました」

事実、経理業務の現場担当者の間では、比較検討

した製品の中で SuperStream-NX が圧倒的な支持

を得たという。アバントグループの中でアウトソー

シング関連業務を担う株式会社フィエルテにおい



お問い合わせスーパーストリーム株式会社
〒 140-8526 東京都品川区東品川 2-4-11 野村不動産天王洲ビル
TEL：03-6701-3647　FAX：03-6701-3641　E-mail：ss-info@superstream.co.jp

www.superstream.co.jp
©SuperStream Inc. All rights reserved.
本導入事例に記載された情報は初掲載時のものであり、閲覧される時点では変更されている可能性があることをご了承ください。
また、導入事例に記載されている製品名及びサービス名等は、各社の登録商標または商標です。

20210121 SS-NX

SuperStream Case Study 株式会社アバント

山田　賢太郎 氏
株式会社フィエルテ
CFOオフィス事業部
アウトソーシングサービス 2部

株式会社フィエルテ

システム概念図

SuperStream-NX  会計ソリューション

GL 財務会計管理会計 AP 支払管理

AR債権管理 固定資産
管理FA

株式会社アバント

株式会社ディーバ

株式会社ジール

＜連携製品＞

連結会計

予算管理

＜アバントグループ＞

株式会社フィエルテ

て、グループ全体の経理業務を担当する CFO オ
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賢太郎氏は、現場目線から見た SuperStream-NX

の魅力について次のように語る。

「CORE シリーズのユーザが違和感なく乗り換え

られますから、システム移行に伴う学習コストや

業務効率の低下を最小限に抑えられると思いまし

た。画面や操作が非常に直感的でわかりやすいの

で、CORE シリーズを触ったことがない新規ユー

ザであってもすぐ使いこなせそうです。さらに

SuperStream-NX には、CORE シリーズにはなかっ

たさまざまな新機能が備わっているので、これら

をうまく使いこなせればさまざまな業務改善効果

を得られるのではないかという期待もありました」

システムの構築や運用を担当する情報システム部

門にとっても、SuperStream-NX の導入にはさま

ざまなメリットがあった。アバント グループ経営

管理室 IT グループ マネジャー 斉藤 孝之氏によれ

ば、特にクライアント管理におけるメリットが大

きかったという。

「CORE シリーズはクライアント - サーバ型のアー

キテクチャに基づいて作られており、クライアン

ト PC に Oracle Database のクライアントソフト

ウェアを導入する必要がありました。これには少

なからぬ工数を要するのですが、SuperStream-

NX は専用のダウンロードサイトからクライアン

トツールを各自でインストールするだけなので、

Oracle Database のクライアントを導入・メンテナ

ンスする必要がありません。そのため、クライア

ント PC の管理作業を大幅に効率化できると考え

ました」

導入効果
新機能を有効活用することで
決算業務の期間短縮を実現
このような数々のメリットを加味した結果、同社

は最終的に SuperStream-NX の採用を決めた。同

製品の導入作業は 2019 年 7月からスタートし、

万全のサポート体制の下、極めてスムーズに運ん

だという。

また、かつて CORE シリーズ導入時にアドオン開

発を行ったためにバージョンアップに手間取って

将来の展望

DivaSystemと SuperStream-NX の

連携ソリューションがもたらす可能性

なおアバントグループの連結決算処理では、当

然のことながらDivaSystemが使われている。

SuperStream-NX は DivaSystemと最も親和性の

高い会計パッケージ製品として知られており、実

際アバントグループでも両製品を連携させるこ

とで正確かつ迅速な連結決算処理を実現してい

る。しかもそれだけではなく、財務情報および

非財務情報に関するさまざまなファイルを収集

できる「DivaSystem FBX」というツール製品を

SuperStream-NX と連携させることで、グループ

全体の予算管理も実現しているという。

中山氏は「今後は両製品をより密接に連携させ

て、SuperStream-NX のデータをリアルタイムで

DivaSystem FBX に取り込むことによって、よりき

め細かな予算管理ができるようにしたい」と述べ、

両製品のさらなる連携の深化に期待を寄せる。さ

らにはDivaSystemに限らず、SuperStream-NX が

管理する財務会計情報を他のさまざまなシステム

と広く連携させることで、グループ内のデータ活

用をさらに高度化させていきたいと抱負を述べる。

「弊社もまだまだ経営情報をリアルタイムで十分活

用できているとは言い難い状況なので、今後は社

内の情報を一カ所に集約してリアルタイムで可視

化・共有できる仕組みを構築していく予定です。

それらの情報の中でも SuperStream-NX が管理す

る財務会計情報は特に重要な位置を占めています

から、今後は他システムのデータとさらに広く連

携させていきながら、より有効な使い道を探って

いきたいと考えています」

しまった反省を踏まえ、SuperStream-NX 導入時

にはカスタマイズやアドオン開発を一切行わない

こととした。

「過去にはアドオン開発がネックとなり、CORE シ

リーズのバージョンアップ作業のタイミングを逸

してしまい、結果的にパフォーマンストラブルを

引き起こしてしまったことがありました。今回の

SuperStream-NX 導入においては同じ轍を踏まな

いよう、アドオン開発を一切行わないことにしま

したが、もともと私たちがアドオン開発で CORE

シリーズに追加した機能は、SuperStream-NX で

は既に製品側で用意されていたため、設定のみで

同等の機能を実現することができました」（斉藤氏）

こうして 2020 年 7月、SuperStream-NX をベー

スにした同社の新会計システムが正式に稼働を

開始した。当初の狙い通り、経理部門の現場担当

者は基本的な操作レクチャーを一度受けただけ

で、すぐに新システムを使いこなせるようになっ

た。また単に以前と同じ作業を行うだけでなく、

SuperStream-NX で新たに加わった機能を有効活

用することで積極的に業務改善を進めていると山

田氏は語る。

「例えば SuperStream-NX は伝票と帳票ファイル

を紐づけて添付できるようになっているので、承

認処理などの際に関連帳票をすぐに呼び出せるよ

うになり、大幅に作業が効率化されました。また

データをエクセルシートから直接取り込めるよう

になっているなど、現場の業務で役立つさまざま

な機能が加わっているのでとても助かっています。

こうした新機能の中からどの機能を使うかを見極

めて、それに合わせて業務手順を見直したことで、

かなり業務改善の効果を上げることができました」

特に決算業務における業務効率化の成果は目に見

えて表れており、現時点では月次決算や四半期決

算、年次決算において 1営業日程度の作業短縮効

果が見込まれているという。


